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都市環境における歩行の多様性
Varieties of Human Walking in the Urban Environment
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HIROSE Naoya
Everyday walking in the urban environment looks automatic and monotonous at first 
glance. However, a close observation of walking in the street reveals diverse ways of walking 
such as changing the gait suitable for the road situation, or avoiding an obstacle on the road. 
The goal of the present article is to explore determining factors that generate varieties of 
walking in the urban environment. This article discusses such topics as walking for 
locomotion, walking spaces in the urban environment, and walking people in the street. In 
conclusion, varieties of walking are promoted by the two factors: the environmental factor 
such as diverse roads and everchanging walking environments; and the human factor such as 
walkers’ psychological states and activities during walking.
1. はじめに
現代社会に生きる多くの人々は都市で暮らしている。都市の中でどこかに行きたいとき、わ
たしたちは様々な交通手段を利用して移動する。そうした多様な交通手段を主として用いるも
のの、歩くことを全くしないでどこかに移動するということはできない。なんらかの身体的な
障害がある場合を除けば、一日において一歩も歩かないという日はほとんどないだろう。わた
したちは毎日何らかの形で歩いている。そうした日常の歩行とはどのようなものだろうか。
わたしたちの歩行には自動的な側面があると言われる。自動的な側面とは、わたしたちが特
に自覚しないでも歩行できるということである。普段わたしたちが歩いているとき、自分の脚
をどのように動かしているかを意識することはほとんどない。また、全く知らない場所を歩き
回る時は色々と迷ったり、考えたりしながら目的地に向かうわけだが、普段よく行き慣れてい
るところへ行くときは特に考えたり意識したりしなくても歩いて行くことができる。
加えて、日常の歩行は退屈なほど変化が乏しいと感じる人もいるだろう。現代人が都市で生
活をしているときの歩行を思い描いてみると、狩猟採集生活をおこなっていた太古の移動のよ
うにエキサイティングなものでは決してない。ジャングルの中を進んで、突然猛獣に襲われて
走って逃げたり、小川をジャンプして飛び越えたり、道に倒れ掛かった木をくぐって通り抜け
たりするようなことは、都市を歩いているときにはほとんど経験することはない。都市におけ
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る歩行は、舗装された道路をただ歩くだけの自動化された退屈な繰り返しに思える。
果たして、本当に日常の都市での歩行はそのように自動的で単調なものなのだろうか。本稿
ではそのことについて考えてみたい。
（1）駅まで歩く
都市に暮らす人々は、毎日職場や学校に行く時どのような交通手段を使っているだろうか。電
車やバスなどの公共交通機関を使っている人もいるだろうし、車で通勤している人もいるだろ
う。また、学校や職場が近く、歩いて行く人もいるだろう。電車、バス、車などの交通手段を
使っている人も、通勤・通学の全過程を細かく見ていくと、全く歩かないというわけではない。
駅、バス停、駐車場までの距離は短いかもしれないが、そこまでは歩くということをおこなっ
ている。ここでは、電車で通勤している人が自宅を出てから近くの駅まで歩く以下のエピソー
ドについて考えてみよう。
あなたはカバンを持って、家の玄関を出る。家の前は細い路地で、人通りは多くない。道は
曲りくねっているので、なるべく最短距離になるように経路を選んで歩く。また、昨日降った
雨で所々に水たまりがあるのでそれらを避けて歩く。しばらくして、道の左側を歩いていると、
今日はゴミ収集の日で道にゴミ袋が出されている。それらのゴミ袋を避けて右側を歩く。また
しばらく行くと、近所の人が家の前にいる。あなたは歩く速度をゆるめ、軽くあいさつをして
通り過ぎる。その先の左手には広い駐車場がある。あなたは駐車場の壁に沿って左側を歩く。少
し歩くと、横道からこちらへ向けて小学生が集団登校でやって来る。その集団を避けるために、
あなたは一旦右側に寄り、その後また壁に沿って左側を歩く。
ここまでは道幅のない生活道路であったが、右折するとやや広い道路に出る。車道は 2車線
あり、それなりに車が通るが、歩道はなく路側帯が設けてある。あなたは普段この道路の先を
左折するのでの左側を歩くのだが、今日はちょうど車が来て道路をすぐに渡れなかったので、右
側の路側帯を歩く。ただ、路側帯内に電柱があるので、その電柱を避けるときは車に注意しな
がら路側帯のやや外側を歩く。しばらく行くと、路側帯内に止めてある軽トラックがある。あ
なたは軽トラックの脇で一旦立ち止まり、車の流れが切れたところを見計らって車道に出て、軽
トラックを越えて進む。
少し歩くと、駅前につながる大通りとの交差点である。大通りを横切る信号が変わりそうだっ
たので、あなたは速足で慌てて横断歩道を渡る。大通りは、車道が 4車線あり、両側には自転
車歩行者道がある。自転車側と歩行者側は分離されておらず、路面が色分けされているだけで
ある。おおむね自転車は自転車側、歩行者は歩行者側を通っている。さらに歩いて駅に近づく
につれて、自転車や歩行者が増えてくる。あなたの周りにも人が多くなってきたので、あなた
は周囲の人と間隔をとりながら、歩く速さを調整する。しばらくあなたは歩行者側を歩いてい
たが、横のコンビニから車が突き出て止まったので、それを避けて自転車側を歩く。
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さらに歩くと、駅前に着く。駅は駅ビルの中にあり、その前は広場になっている。鉄道から
降りた大量の人たちがこちらへ向かってきたので、あなたは歩く方向を変えて端に避ける。そ
の後、あなたは駅前の広場を斜めに横切り、駅の入り口に向かう。
（2）歩くことの多様性
普段の通勤や通学で、人が歩く様子を意識して観察することはほとんどないと思われる。上
記のエピソードは駅までの歩行を実際に観察した記述を簡略化したものである。現実の駅まで
の歩行はさらに複雑であり、かつ毎回異なっている。表面的には自動的で単調に見える日常の
歩行であるが、詳細に観察すると、決して単調ではなく、道路の状況に合わせて歩行の仕方を
変えたり、障害物を避けたり、タイミングを調整したりするなど、様々な歩行の様態を含んで
いる。
こうした歩行の多様性はどこから生じているのかを本稿では考えてみたい。
2. 歩行とは
本章では歩行の多様性の前提となる「歩行とは何か」という問いをまず考えておきたい。こ
こでいう歩行とは、端的に言えばヒトの二足歩行のことであり、これは進化の過程で獲得され
た動物の移動方法の 1つである。そこでまず移動について考えてみよう。
（1）移動の進化
移動とは、現在いる場所から別の場所への動物の運動である。動物はなぜそのような移動運
動をするのだろうか。その答えは、動かない植物と比較してみるとすぐにわかるだろう（ただ
し、植物においても動きを認める考えもある 1）。植物は自ら花粉を運んだり、栄養源を探し求
めたり、危険を避けたり、捕食者から逃れたりすることはできない。つまり、植物は現在いる
場所から他の場所へ能動的に移動することはできない。これに対して、動物は進化の過程で移
動システムを獲得した。この動物の移動システムは、接近、追跡、回避、逃避など、動物を環
境内のより好ましい場所に移すことを可能にする 2）。環境内の特定の場所は、動物にとって好
ましい、あるいは不都合な資源を有している。このような環境内の資源を生態心理学ではア
フォーダンスと呼んでいる 3）。プラスもしくはマイナスのアフォーダンスが環境内に偏って存
在していることは、動物が移動する根拠となっている。別の言い方をすれば、動物は現在ある
場所のマイナスのアフォーダンスを避けるため、もしくは、他の場所にあるプラスのアフォー
ダンスを探索し、獲得するために移動するのである。
続いて、動物において移動がどのように進化してきたのかを簡単にみておこう 4,5）。動物は空
気か水のいずれかに囲まれて生きている。言い換えれば、動物は支えがありさえすれば自由に
動き回れる媒質の中に生きている 6）。そうした中で、動物は水中から陸上へ、さらに空中へと
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移動を進化させてきた。
生命は海で誕生した。このため生物の比重は約 1であり、水中では自らの体を支えるための
努力は小さい。水中での移動は、初めは水の流れによる受動的な移動であったが、進化の過程
で、水をかいて前進するパドリングや水流を噴出することで推力を得るジェット推進などの能
動的な移動を獲得した。その後、動物は陸に上がると体肢を発達させ、移動のために脚を用い
るようになった。陸生動物の多くは、脚で重力を支えるための固い骨格構造を持ち、関節周り
の回転往復運動を行うことで移動する。陸生動物の移動の基盤は地面であり、環境内において
歩くことができる地面、移動を妨害する垂直面などのアフォーダンスを知覚することにより移
動している 6）。さらに、鳥類などは空中での移動能力を獲得した。生物の比重約 1に対して空
気はその約 1/1000 であるので、空中で重力に対して体を支えるには格段に大きな努力を必要と
する。鳥は翼を上下に羽ばたくことにより、重力に抗する揚力を生み出し、同時に前向きの推
進力をつくることで飛行をおこなう。
一方で、ヒトにおいては上肢と下肢の機能が分離し、下肢のみを用いた二足歩行で移動する
ようになった。ヒトに独特な直立二足歩行は、サルから分離して約 700 万年前に始まったとさ
れている 7）。また、これまでの研究から、サルとしての樹上での生活がヒトの二足歩行能力の
基盤となっていることが明らかにされている。しかしながら、サルの仲間であったヒトの祖先
が二足歩行を獲得したプロセスにはいくつかの仮説があり、確かな説はまだない。
人は太古から二足歩行をおこなってきたのであるが、現代はその歩行のあり方自体が変化し
ている。歩行は人にとって主要な移動手段であったが、鉄道や車など他の移動手段の発達によ
り、現代人にとって移動のための歩行の必要性は小さくなっている。無論、電車で通勤する場
合でも移動経路のすべてが電車によるのではなく、自宅から駅までは歩くなど、短い距離の歩
行は必要である。しかし、現代の都市に住むわたしたちにとって、遠距離の移動を歩行で行う
機会は極めて少ないだろう。また、街中の歩道を観察すると、言うまでもないが、ほとんどの
人は歩いていて、走っている人は稀にしか見られない。これは現代では、速く遠くに移動する
ためには、走行よりも他の移動手段が使われるからである。現代人が遠距離を歩いたり、走っ
たりするのは、ウォーキングやランニングのときぐらいであろう。これらの移動では、別の場
所に行くことが主な目的ではなく、移動する運動自体が目的である。動物は別の場所のアフォー
ダンスを探索し利用するために移動システムを進化させたが、現代人はそれ以外の目的で移動
を行うこともある。さらに、情報通信技術の発達も人間の歩行を変化させている。人は生身の
身体を使って歩くだけでなく、他の道具を用いて移動する。地図が作られることにより、知ら
ない場所への移動が容易になった。加えて、最近ではスマートフォンのナビゲーションアプリ
などを使った媒介された徒歩移動を行うようになってきた 8）。このようにわたしたちの歩行は、
時代とともに変化している。
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（2）移動としての歩行
次に、歩行を考えるにあたって、移動運動という観点からとらえてみたい。Shumway-Cook 
& Woollacott は、移動運動の基本要件として、前進、姿勢制御、適応の 3つを挙げている 9）。前
進とは、望む方向に身体を移動するためのリズミカルな筋活動をつくりだすことである。姿勢
制御とは、移動運動にとって適切な姿勢を作り出し、維持することである。また、適応とは、移
動運動を環境要求に合致するように変化させる能力のことである。人は移動以外にも様々な行
為を行うが、移動システムだけが、全身の位置変化の制御を必要とし、その他の行為システム
にも特別な要求を負わせる 3）。
人の歩行を研究する分野として歩行分析（gait analysis）がある 10）。歩行分析において、歩
行とは姿勢の安定を維持しながら、下肢運動を何度も繰り返すことにより同時に身体を前進さ
せる運動であると定義される。歩行では下肢の運動の繰り返しの周期があり、その周期は立脚
期と遊脚期に分かれる。立脚期は、足が地面に接地している期間で、遊脚期は足が時間から離
れている期間である。歩行の場合は、両足が地面についている瞬間があるので、左右の脚の立
脚相に約 10％重なりがある。歩行分析では、歩行を周期的な運動とみなして、運動力学的な観
点から歩行を調べる。歩行は、身体全体を使用し、多くの筋と関節の協調を必要とする複雑な
運動であり、多くの研究が行われている。
先に述べたように、移動とは、現在いる場所から別の場所への動物の運動である。したがっ
て、歩行周期を単に繰り返す運動は必ずしも移動とは言えない。周期運動としての歩行を分析
する際に、トレッドミルと呼ばれる歩行装置が使われることがある。トレッドミル上の歩行を
計測することで、歩行の周期や運動力学的性質を調べることはできるが、トレッドミル上の歩
行は移動ではない。移動としての歩行を調べるためには、トレッドミルのような装置上でなく、
実際の環境の中で場所を移動する歩行を調べる必要がある。
3. 歩行空間としての都市環境
環境中の移動としての歩行をとらえ、その多様性に迫るために、現代人の多くにとって歩行
が行われるコンテキストである都市環境について考えてみたい。環境について考えるとき、自
然環境と構築環境の 2つに分けることがしばしばあるが、この分類によれば都市環境は構築環
境にあたる。自然環境は、かならずしも移動に最適化されているわけではないので、障害物に
より移動を妨げられたり、移動の仕方を変化せざるをえなかったりすることがしばしばある。壁
があればよじ登り、地面に穴が空いていれば飛び越え、大きな岩があれば迂回し、木が覆いか
ぶさっていればくぐり抜けるなどしなければならない。これに対して構築環境は人が行為しや
すいように作られている。現代の都市の道路は、車、自転車、歩行者が利用しやすいように、平
坦にされ舗装されている。したがって、都市の歩道を移動しているときに、歩行という移動の
モードから、よじ登ったり、くぐり抜けたりするなど他の移動のモードに移行しなければなら
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ない状況に遭遇することはほとんどない。つまり、都市において交通手段を用いない自己身体
のみの移動の様式は、ほとんどが歩行であると言える。
（1）都市の道路
都市環境において歩行が主として行われる空間は道路である。そこで、都市にはどのような
道路があるかをまずみておきたい。
都市の道路は、人や車が移動するための交通空間であると同時に、災害時における防災機能
や電気・ガス・水道などの収容空間としての機能なども持っている。こうしたことから、都市
計画と一体となって道路の整備が行われている。都市計画法に基づいて都市計画決定された道
路を都市計画道路と呼ぶ。都市計画道路には、自動車専用道路、幹線街路、区画街路、特殊街
路の 4種類がある。自動車専用道路は、自動車が利用する道路である。幹線街路は、都市の主
要な場所の間の交通を処理する道路である。区画街路は、地区における宅地利用など生活に密
着した道路である。特殊街路は自動車以外のための道路で、歩行者専用道路などがこれに当た
る。道路構造令では、歩行者通行のための道路の部分として、歩行者が専ら利用できる歩道と、
自転車及び歩行者が利用できる自転車歩行者道の 2つが定められている（両者をまとめて歩道
と呼ぶことも多いので、本稿でも以降はまとめて歩道と呼ぶ； 図 1）。道路統計年報 2016 によ
ると、歩道設置率は国道では 50%以上あるが、全体では 14.6％であり、多くの道路には歩道が
設置されていないのが現状である 11）。主要な幹線街路には歩道が設置されているが、区画街路
には歩道が設置されていないことが多い。歩道が設けられていない道路には、路端寄りに白い
実線の区間線を引くことで路側帯が設置されている場合がある。歩行者は路側帯を歩くことが
できるが、自動車は通行できない。また、道幅のせまい区画街路には歩道や路側帯がない場合
もあり、その際は道路の右側を歩くことが道路交通法で定められている。
通常、道路は交通のために設置された通路と定義されるが、本稿における移動の観点からす
ると、ある場所と別の場所をつなぐ地面の一
部としてとらえることができる。場所と場所
をつなぐ道路には方向性がある。車道は一方
向のものもあるが、歩道のほとんどは双方向
である。自動車は道路の方向に沿って基本的
に動くが、歩行者は道路を途中で横断するな
ど、道路の方向性から外れることもある。歩
行者が道路を横断する際、付近に横断歩道が
ある場合は、その横断歩道を利用しなければ
ならない。さらに、信号機が設置されている
場合があり、その場合歩行者は信号機に従わ
なければならないことが道路交通法で定めら 図 1　幹線街路にある自転車歩行者道
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れている。ただし、これらの法律のすべてが常に守られているわけではない。
都市における道路以外の歩行空間としては、広場がある。道路は方向性をもって、場所と場
所をつないでいる経路であるが、広場は多方向に移動できる平坦化された面である。駅前にあ
るオープンスペースやコミュニティモールなどがこの広場にあたる（図 2）。都市の中にある広
場をわたしたちは移動に使うが、必ずしもその機会は多くない。また、広場は歩道と一体化し
ている場合もあり、両者の境界が常に明確であるというわけではない。そこで本稿では、都市
における歩行空間として広場は取り上げず、道路を中心に考えていきたい。
（2）多様な道路
現在の都市の道路は平坦に舗装され、道路使用者が使いやすいように整備されている。古来、
自然の道は動物や人が通ることで形成された。また、一時代前の道は舗装されておらず、窪み
や轍、汚物などを避けて歩かなければならなかった。舗装はわたしたちの歩きやすさに大きく
影響する。道路統計年報 2016 によると、舗装率は日本全体として 81.7% で、国道や都道府県道
などに限ると 95%を超えている 11）。こうした舗装の普及により、人の歩行の身体技法自体が変
化したとも考えられている 12）。
確かに、現在の都市の多くの道路は舗装されて歩きやすくなってはいるが、屋内の通路や廊
下と比較すると、完全に水平で均一な平面になっているわけではない。一般的な道路では、路
上の雨水を側溝に流すために、路側に向かって横断面に勾配が設けられている。また、車道と
歩道に段差があるときは、車を乗り入れるためのすりつけ勾配がつけられていることもある。さ
らに、道路の老朽化や破損、工事による路面の起伏などが生じている場合もある（図 3）。それ
らのため、わたしたちが歩く路面は必ずしも均一な水平面ではない。
その上、道路は様々な素材で舗装されている。特に歩道には、アスファルト舗装だけでなく、
図 2　多くの人が行き交う駅前の広場 図 3　老朽化して路面に起伏が生じた道路
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タイル・ブロック舗装や石畳など、様々な舗
装材が使われている。こうした舗装の違いも、
特に路面が濡れている時など、わたしたちの
歩行に影響を与える。また、道路に歩道がな
い場合、歩行者は路側帯や道路の側端を歩く
わけだが、道路端には側溝が設けられている
ことがある。道幅がせまい道路で車が通る場
合など、歩行者はそうした側溝上を歩かなけ
ればならない場合がある。その側溝や溝蓋は
コンクリートや金属など様々な種類のものが
あり、さらにその溝蓋が割れていたり、落ち
込んでいたりすることもしばしばある。以上
のように、わたしたちの歩く路面の素材や状態も必ずしも一様であるとは言えない。
それらに加えて、道路上には様々なものが設置されており、このこともわたしたちの歩行に
影響を及ぼす。歩道や路側帯には、道路標識や案内板、電柱や街灯などが設置されている。歩
道の端や真ん中に街路樹が植えられていることもある（図 4）。車の歩道への乗り上げを防ぐた
めに、防護柵が取り付けられていたり、歩道の真ん中に車止めのポールが据え置かれていたり
することもある。こうした道路上の設置物はそれぞれ目的があって置かれているのだが、歩行
者にとっては歩く妨げになることもある 13）。
（3）変化する歩行環境
わたしたちの歩行は道路や道路上の設置物など固定的な環境要因による影響を受けるが、そ
れ以外にも変動する環境要因の影響がある。その中でも影響が大きいのは、同じ道にいる他の
道路使用者である。歩行者にとって、歩行の安全や快適さを維持するためには他の道路使用者
と接触しないようにすることが原則である。特に自動車や自転車と道路上で分離されていない
場合は、歩行に際して十分に注意する必要がある。中でも道幅が狭いときは衝突を避けるため
に立ち止まったり、道路外の民地に入って避けたりするなど、歩行の仕方を大きく変えること
もある。また、日本の歩道は自転車の走行が容認されている場合があり、歩道を歩いている際
も自転車に気をつける必要がある。
一方、歩行者が自動車や自転車と完全に分離されている場合は、他の歩行者のみに注意を向
ければよい。その場合でも、正面から来る歩行者を避けたり、前を歩いている歩行者と間隔を
空けたりするなど、歩行の仕方を調整することがある。特に周りに歩行者が多い場合は歩行が
制限され、流れにのって進むしかない場合もある（図 5）。また、同伴して歩く人がいる場合に
歩く速さを同調させたり、前から来た知り合いの人にあいさつをしたりするなど、対人的な関
係から歩き方を変える場合もある。
図 4　歩道に大きくせり出した樹木
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走行中の自動車や自転車は歩行者にとっての脅威であるが、止まっている時にも歩行の妨害
になることがしばしばある。違法駐車・駐輪が歩行者の通り道を乱す最大の要因であることが
指摘されている 13）。本稿の事例でも見たように、歩道や路側帯内の駐車・駐輪は歩行者にとっ
て歩くための大きな障害となる。特に、大型車両の路側帯内の違法駐車は歩行者にとって通行
の妨げになるだけでなく、前方の知覚を制限するため安全にとっての支障となる。
さらに、道路使用者以外にも歩行環境に影響を及ぼす変動要因がある。時刻、天候、季節な
どである。日に照らされた昼間の道と、街灯下の夜間の道では道路やその周囲の見え方がまる
で違う。移動は視覚的制御により可能になるので、周囲の知覚は歩行に大きな影響を与える 6）。
晴れて路面が乾いている場合と路面が濡れている場合は、滑りやすさが異なっている。特に雪
道では、そろりそろりと歩かなければならない（図 6）。猛暑日に屋外を歩くときは日向でなく
日陰のある側を歩くが、厳寒日には日陰でなく日向の側を歩く人が多いのではないだろうか。ま
た、台風のように風の強い日は前かがみになりながら歩かなければならないこともある。この
ように天候などの条件も日々変化し、わたしたちの歩行環境に影響を与えている。
4. 都市を歩く人
前章では、歩行の多様性を生み出す要因として都市環境に注目したが、周囲の環境だけでな
く、歩行者自身も歩行の多様性を生じさせる原因となる。街中の歩行者を詳細に観察すると、
様々な歩行者が見えてくる。
（1）十人十色の歩行
街中を歩いている人は、様々な人がいる。年齢、性別、体格などの違いの他にも、障害の有
図 5　多くの人が歩く繁華街の歩道 図 6　雪の積もった京都市内の歩道
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無や疲労の状態など、歩行に影響を与える身体的な要因は数多くある。また、日ごろの経験や
癖、習慣などの心理的な要因もある。例えば、いつも歩いてよく知っている道とそうでない道
で歩き方は異なるであろう。また、街中を歩いている人を観察すると、ポケットに手を入れて
歩いている人、腕を組んで歩いている人がいるし、まっすぐに歩いている人がいると思えば、ふ
らふらと左右に蛇行しながら歩いている人もいる。人通りが少ない住宅街の通りでは、道の真
ん中を悠々と歩いている高齢者がいたりするし、歩道や路側帯が歩きにくい道では、車道側を
歩いている人もいる。先に述べたように、歩行者は、歩道または路側帯、その両方がない場合
は道の右側を歩くことが道路交通法で定められている。しかし、このルールをほとんど無視し
て歩いている人もいる。このように、それぞれの歩行者の歩き方はバラエティに富んでいる。
（2）拡張された歩行者
街中を歩いている人を観察してみると、ほとんどの人が何らかの物を持っていることに気づ
く。両手、両肩に何も持っていない歩行者は、ウォーキングをしている人か、小さな子供ぐら
いである。わたしたちが移動する時にほぼ必ず携帯しているものが 3つあり、それはお金、伴、
携帯電話である 14）。それ以外にも、会社や学校で必要な書類、文房具や化粧品など日々持ち歩
いているものは多い。わたしたちは、これらのものをカバンに入れて持ち歩いている。人によっ
ては、そのカバンを 1つだけではなく、2つまたはそれ以上持って歩いている。カバンを持つ
ことで、上肢の動きは制限されると同時に、重心のバランスが変わり、そのことが歩行を変化
させる。
手に持つ、肩にかけるカバン以外にも、キャリーバッグを引きながら歩いたり、傘を持って
歩いたり、伺をつきながら歩いたりするなどの場合がある。これらのカバンや伺はわたしたち
の生身の身体の一部ではないけれども、それらのモノと私たちは一体化して歩いている。これ
らのケースはいずれも、「拡張された身体」としての歩行と呼べるであろう。「拡張された身体」
とは、わたしたちの身体ならびに知覚－行為システムが道具の使用により拡張されるという考
えである 15）。例えば、わたしたちは屋外ではたいてい靴を履いて歩いているが、歩行中に靴を
意識することはほとんどない。わたしたちは靴を感じないだけでなく、靴の裏を通して地面を
感じることができる。つまりわたしたちの知覚システムや行為システムは、靴を通して拡張さ
れているのである。このように、わたしたちは様々なモノで自分の身体を拡張した歩行をおこ
なっている。
（3）他の行為を伴う歩行
歩行者の観察からわかることのもう一つは、何か行為をしながら歩いている人が少なくない
ことである。わたしたちは音楽を聴きながら、同伴者としゃべりながら歩くことがある。近年
では、スマホの画面を見ながら歩いている人も頻繁に見かけ、その危険性が問題になってい
る 16）。ながら歩きとは、歩行中のある一定の時間継続的に何らかの行為をしながら歩いている
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状態である。これに対して、歩行中に短い動作を行う場合もある。例えば、時計をチラッと見
るとか、髪をかき上げるとか、カバンの持ち手を右から左に移すとかの動作はよく見られる。こ
れらの動作は歩いていると同時にすることもあるが、一時的に立ち止まって動作を行い、再び
歩き出すということもしばしばある。歩行は主に下肢を用いた行為であると考えられがちであ
るが、先に述べたように身体全体を使用し、多くの筋と関節の協調を必要とする複雑な運動で
ある。そのため、上肢や体幹の変化を伴う別の行為の影響を大いに受ける。このように、なが
ら歩きや歩行中の動作は、歩行の仕方を変化させるのである。
5. まとめ：歩行の多様性
（1）多様性を生み出す要因
本稿の最初に、駅までの歩行を例として、一見すると単調に見える都市での歩行が多様性を
含んでいることを述べた。これまでの議論から、こうした多様性が生じるのは、以下のような
要因が考えられる。
環境要因
・ 都市において設置されている道路には様々な種類があり、また道路自体の素材や状態も多様
である。
・ 歩行者を取り巻く歩行環境は、他の道路使用者の利用の仕方や天候・季節などによって、刻々
と変化する。
行為者要因
・ 歩行者自身の身体的・心理的状態によって、また身体的拡張の様態によって、歩行の仕方が
変わる。
・ 歩行中に他の行為を同時に行うことにより、歩行に影響を受ける。
（2）歩行における非流暢
上記な要因の影響を受けて、わたしたちは歩行中に立ち止まったり、障害物を避けたり、歩
幅を変えたり、方向や速度を変更したりするなどの調整を頻繁に行いながら、環境を移動して
いる。表面的には単調に見える日常の歩行であるが、詳細に観察することにより、歩行環境や
状況に応じた細かな調整過程が見えてくる。普段そのようなことを自覚する（conscious）こと
はほとんどないが、わたしたちは自覚できなくても、知覚的に気付く（aware）ことができれ
ば環境に適応できるのである。
わたしたちの日常の歩行は決して、変化に乏しく、スムーズなものではなく、淀みや非流暢
を含んでいる。こうした歩行における非流暢は、操作におけるマイクロスリップと呼ばれる現
象に似ている。マイクロスリップとは、日常行為に頻繁にみられる行為の淀み現象である 17）。
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例えば、ある物をつかもうとして手を伸ばした途中で、躊躇して一時停止したり、軌道を変更
して他の物をつかんだりするなど、動作の非流暢がしばしば見られる。本稿では、こうした歩
行の非流暢については検討できなかったが、歩行の多様性を明らかにしていくためには、マイ
クロスリップの観点からも今後研究を進めていくことが求められるであろう。
引用文献
1.  Darwin C. The power of movement in plants. London: John Murray; 1880.
2.  Gibson JJ. 生態学的知覚システム : 感性をとらえなおす .（佐々木正人・古山宣洋・三嶋博之 , 訳）. 東京
大学出版会 ; 2011.（Gibson JJ. The senses considered as perceptual systems. Boston: Houghton Mifflin; 
1966）
3.  Reed ES. アフォーダンスの心理学 .（細田直哉 , 訳）. 新曜社 ; 2000.（Reed ES. Encountering the world: 
Towards an ecological psychology. Oxford: Oxford University Press; 1996）
4.  東昭 . 生物の動き辞典 . 朝倉書店 ; 1987.
5.  Biewener AA. Animal locomotion. Oxford: Oxford University Press; 2003.
6.  Gibson JJ. 生態学的視覚論 : ヒトの知覚世界を探る .（古崎敬・古崎愛子・辻敬一郎・村瀬旻 , 訳）. サイ
エンス社 ; 1985.（Gibson JJ. The ecological approach to visual perception. Boston: Houghton Mifflin; 
1979）
7.  木村賛 . サルからヒトの二足歩行を考える . バイオメカニズム学会誌 . 2014;38（3）:169-174. doi:10.3951/
sobim.38.169.
8.  Laurier E, Brown B, McGregor M. Mediated pedestrian mobility: Walking and the map app. Mobilities. 
2016;11（1）:117-134. doi:10.1080/17450101.2015.1099900.
9.  Shumway-Cook A, H.Woollacott M. モーターコントロール : 研究室から臨床実践へ . 第 4 版 .（田中繁・
高橋明 , 訳）. 医歯薬出版 ; 2013.（Shumway-Cook A, H.Woollacott M. Motor control: Translating 
research into clinical practice. Philadelphia, PA: Lippincott Williams & Wilkins; 2007.）
10.  Perry J, Burnfield JM. ペリー歩行分析 : 正常歩行と異常歩行 . 第 2 版 .（武田功・弓岡光徳・森彩子・
村田伸・溝田勝彦 , 訳）. 医歯薬出版 ; 2012.（Perry J, Burnfield JM. Gait analysis: Normal and 
pathological function. Thorofare, NJ: Slack; 2010）
11.  国土交通省. 道路統計年報2016 概況.; 2016. http://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-data/tokei-nen/2016/pdf
/gaikyou.pdf.
12.  Ingold T. Culture on the ground: The world perceived through the feet. J Mater Cult. 2004;9（3）:315-
340. doi:10.1177/1359183504046896.
13.  津田美知子 . マイナスのデザイン . 技報堂 ; 2002.
14.  Chipchase J. Hidden in plain sight: How to create extraordinary products for tomorrow’s customers. 
New York, NY: Harper Collins; 2013.
15.  Hirose N. Affordances, effectivities, and extension of the body. In: Tschacher W, Bergomi C, eds. The 
implications of embodiment: Cognition and communication. Exeter, UK: Imprint Academic; 2011:231-
252.
16.  小塚一宏 . 歩行中・自転車運転中の “ながらスマホ ”時の視線計測と危険性の考察 . 電子情報通信学会 
基礎・境界ソサイエティ Fundam Rev. 2016;10（2）:129-136. doi:10.1587/essfr.10.2_129.
17.  廣瀬直哉 . マイクロスリップに関する研究の動向 . 生態心理学研究 . 2015;8（1）:49-61.
